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２
０
２
５
年
度
セ
メ
ス
タ

ー
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

留
学
生
は
、
英
語
コ
ー
ス
３

人
に
決
ま
っ
た

写
真
。
留

学
先
と
派
遣
期
間
、
氏
名
、

学
部
学
年
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

●
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
（
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
、
９
月
〜
12
月
）

今
關
柚
穂
（
経
済
４
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
、

９
月
〜
12
月
）

藤
田
菜
帆
（
文
３
）
▽
城
間

奏
羽
（
文
３
）

▽
飯
野
莉
紗
（
経
営
２
）
▽

佐
藤
悠
揮
（
商
３
）
▽
周
東

美
陽
（
文
３
）
▽
國
嶋
妃
良

（
文
３
）
▽
海
野
ゆ
い
（
文

３
）
▽
永
野
功
大
（
文
３
）

▽
田
中
雅
穂（
人
間
科
学
４
）

●
上
海
大
学
（
中
国
、
９
月

５
日
〜
26
年
１
月
11
日
）

高
橋
菜
央
（
商
３
）

●
檀
国
大
学
（
韓
国
、
８
月

４
日
〜
12
月
21
日
）

平
田
慎
之
介
（
経
営
３
）
▽

山
下
亜
美
（
文
３
）
▽
高
松

花
菜
（
国
コ
ミ
ュ
４
）

●
グ
ア
ナ
フ
ア
ト
大
学
（
メ

キ
シ
コ
、
８
月
４
日
〜
12
月

１
日
）

加
賀
結
子
（
経
済
３
）

学部長
改　選

２
学
部
長
が
新
任

飯
田
学
部
長
が
再
任

ネ
ッ
ト
情
報

　
任
期
満
了
に
伴
う
３
学
部
の
学
部
長
選
が
各
学
部
教
授
会
で
行
わ
れ
、
法
学
部
長
に
榎
透
教

授
、
商
学
部
長
に
小
林
守
教
授
が
選
出
さ
れ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
長
に
は
飯
田
周
作

教
授
が
再
任
さ
れ
た
。
任
期
は
本
年
９
月
１
日
か
ら
２
０
２
７
年
８
月
末
ま
で
。

　
新
任
の
２
学
部
長
に
、
学
部
の
特
色
や
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
（
田
中

正
敬
所
長
）
の
公
開
講
演
会

「
淀
川
長
治
｜
｜
映
画
の
伝

道
師
と
ア
メ
リ
カ
文
化
」
が

７
月
12
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ア
ン
ド
・
メ
ア
リ
ー
大

学
（
ア
メ
リ
カ
）
准
教
授
の

北
村
洋
さ
ん
が
、
20
世
紀
と

い
う
時
代
を
生
き
た
映
画
評

論
家
の
淀
川
長
治
（
１
９
０

９
〜
98
年
）
に
着
目
し
、
ア

メ
リ
カ
の
映
画
と
文
化
、
日

本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

考
察
し
た
。

　
北
村
さ
ん
の
専
門
は
ア
メ

リ
カ
外
交
、
映
画
、
文
化
。

著
書
に『
淀
川
長
治
｜
｜「
映

画
の
伝
道
師
」
と
日
本
の
モ

ダ
ン
』
な
ど
が
あ
る
。

　
講
演
会
は
「
淀
川
と
は
何

者
な
の
か
」

「
読
み
解
く

た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
」「
生

涯
を
な
ぞ
る
」

「
映
画
を
め

ぐ
る
文
章
の

変
遷
」
の
４

部
構
成
で
進

ん
だ
。

　
淀
川
と
言

え
ば
、
日
曜

洋
画
劇
場
を

締
め
く
く
る

「
さ
よ
な
ら
、

さ
よ
な
ら
、
さ
よ
な
ら
」
の

フ
レ
ー
ズ
が
有
名
で
、
北
村

さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
映
画
が

好
き
で
、
誰
に
で
も
分
か
る

平
易
な
言
葉
で
日
本
に
映
画

を
紹
介
し
続
け
て
き
た
第
一

人
者
だ
っ
た
」
と
評
す
。
一

方
で
「
本
人
の
書
い
た
文
章

や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
の
発
言
を

読
み
込
む
と
テ
レ
ビ
で
目
に

し
た
顔
だ
け
で
な
く
、
い
く

つ
も
の
顔
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
」
と
語
り
、
モ
ダ
ニ

ズ
ム
、
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
の
三
つ
が
映
画
批
評
の

根
底
に
あ
る
と
解
説
し
た
。

　
講
演
後
に
は
本
学
の
渡
邉

真
理
子
文
学
部
教
授
、
末
廣

幹
文
学
部
教
授
も
登
壇
し
、

意
見
交
換
や
来
場
者
と
の
質

疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。

　
２
０
２
５
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム（
後
期
）の
留
学

生
は
、
英
語
コ
ー
ス
15
人
、

中
国
語
コ
ー
ス
１
人
、
コ
リ

ア
語
コ
ー
ス
３
人
、
ス

ペ
イ
ン
語
コ
ー
ス
１
人

に
決
ま
っ
た

写
真
。

留
学
先
と
派
遣
期
間
、

氏
名
、
学
部
学
年
は
次

の
通
り
。（
敬
称
略
）

●
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

（
カ
ナ
ダ
、
９
月
12
日

〜
12
月
15
日
）

鈴
木
真
生
（
経
済
３
）

▽
浜
西
奏
（
経
済
２
）

▽
鈴
木
心
乃
（
法
２
）

▽
森
田
大
介（
経
営
３
）

▽
坂
井
桃
（
国
コ
ミ
ュ

３
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
８

月
３
日
〜
12
月
１
日
）

長
谷
川
一
真（
経
済
３
）

▽
安
藤
究
（
経
済
３
）

▽
岩
佐
希
夢（
経
営
３
）

議論する北村さん、渡邉教授、末廣教授（左から）

セ
メ
ス
タ
ー
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
後
期
）

小こ

ば

や

し林 

守
ま
も
る

商
学
部
長

　
専
修
大
学
の
商
学
教
育
は
今
年
１

２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
商
学
教

育
と
は
企
業
や
消
費
者
を
対
象
に
し

た
知
識
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
す

が
、
商
学
部
で
は
経
済
学
や
国
際
的

な
視
点
も
含
め
て
、
世
の
中
の
枠
組

み
を
俯
瞰
で
き
る
よ
う
な
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
献
身
的
で
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
意
識
の
高
い
教

職
員
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
に
よ
り
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
急
速
な
変
化
に
対
応
で
き

る
教
育
態
勢
が
一
層
充
実
し
て
き
ま

し
た
。
学
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
外

に
も
飛
び
出
し
て
企
業
や
地
域
と
協

業
す
る
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
多
様

な
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関
わ
り
も
充
実
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
に
東
京
の
中
心
地
で

あ
る
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て

か
ら
は
、
学
生
た
ち
も
知
識
と
社
会

と
の
関
連
を
一
層
リ
ア
ル
に
感
じ
取

り
、
そ
れ
を
学
修
意
欲
に
結
び
付
け

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
移
転
直

後
に
図
ら
ず
も
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ

れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
も
糧
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
は
じ
め
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
適
応
す
る
新
た
な
学
び

方
も
創
出
で
き
て
き
て
い
ま
す
。
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
も
そ
の
一
つ

で
す
。
こ
う
し
た
学
び
の
環
境
の
変

化
を
通
じ
て
、
学
生
諸
君
が
自
分
の

将
来
像
を
明
確
に
し
、
目
標
の
実
現

に
結
び
付
く
よ
う
な
学
び
を
身
に
つ

け
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
個
人
的
な
感
想
に
な
り
ま
す
が
、

私
が
入
職
し
た
約
20
年
前
と
比
べ

て
、
商
学
部
生
の
意
識
は
大
き
く
変

化
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
志
向
や
起
業
志
向
が
高
ま

り
、
得
意
な
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
自

ら
動
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
マ
イ
ン

ド
を
持
つ
学
生
が
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
以
前
よ
り
も
海

外
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

を
修
得
し
た
い
と
い
う
意
欲
も
強
く

感
じ
ま
す
。

　
変
化
が
多
く
、
不
確
実
性
の
高
い

グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
へ
の
流
れ
は
止

ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
卒
業

後
は
予
期
せ
ぬ
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
知
力
と

と
も
に
、
困
難
に
負
け
な
い
柔
ら
か

な
思
考
と
包
容
力
の
あ
る
人
間
性
を

兼
ね
備
え
た
人
材
と
し
て
巣
立
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

変化に負けない知力と
包容力のあるビジネスパースンを育成【略歴】一橋大学社会学部卒。早稲田大

学大学院商学研究科博士後期課程単位取

得退学。国際大学ＭＢＡ。海外経済協力

基金（現・ＪＩＣＡ）、三菱総合研究所を

経て、2007年商学部専任講師。14年同教

授。大学院商学研究科長、キャリアデザ

インセンター長等を歴任。専門は国際経

営。これまで香港駐在（約３年間）を含め

35カ国地域で調査研究を経験。各国の国

旗や民芸品を収集するのがささやかな趣

味となっている。秋田県出身。66歳。

　
法
学
部
で
は
、
社
会
の
中
の
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
法
学
や
政
治
学
の
観

点
か
ら
分
析
す
る
こ
と
を
学
び
ま

す
。

　
法
律
学
科
で
は
12
の
履
修
モ
デ

ル
、
政
治
学
科
で
は
三
つ
の
コ
ー
ス

を
設
け
、
学
生
の
興
味
関
心
や
将
来

の
進
路
に
応
じ
て
、
体
系
的
に
学
べ

る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
法
律
学
科
の
場
合
、
た

と
え
途
中
で
目
標
が
変
わ
っ
て
進
路

変
更
し
て
も
、
卒
業
要
件
に
影
響
し

な
い
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
卒

業
時
に
は
自
分
の
希
望
す
る
学
び
が

完
成
で
き
る
よ
う
、
学
生
一
人
一
人

を
支
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
法
学
部
の
特
徴
的
な
制
度
と
し
て

は
、
早
期
卒
業
が
あ
り
ま
す
。
３
年

次
ま
で
で
学
部
の
学
び
を
終
わ
ら

せ
、
法
科
大
学
院
や
大
学
院
へ
の
進

学
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
制

度
を
利
用
し
、
司
法
試
験
に
合
格
し

た
人
も
い
ま
す
。
早
期
か
ら
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
が
、
希
望
す
る
学

生
に
は
上
手
に
制
度
を
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
法
学
や
政
治
学
は
取
っ
付
き
に
く

い
と
感
じ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
利
害
が
衝
突
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
社
会
の
中
で

人
々
が
そ
れ
な
り
に
仲
良
く
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
法
や
政
治
が
存
在

し
ま
す
。
法
学
部
で
の
学
び
は
、
社

会
に
お
け
る
問
題
を
発
見
し
、
問
題

を
法
や
政
治
の
視
点
か
ら
分
析
し
、

解
決
す
る
、
そ
う
い
う
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
自
分
の
考
え
は
大
事
で
す
が
固
執

し
す
ぎ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
を

持
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
で
す
ね
。

私
は
憲
法
が
専
門
で
す
が
、
一
つ
の

問
題
に
つ
い
て「
合
憲
」「
違
憲
」と
判

断
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
問
題
に
し
ろ
、
で
き
れ

ば
両
方
の
立
場
か
ら
理
論
を
組
み
立

て
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
異
な
る
分
野
の

知
識
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
教
養
を

深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
学
部
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ

ー
で
は「
真
摯
に
学
ぶ
熱
い
意
欲
」を

第
一
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
熱
い
問
題

意
識
を
持
ち
つ
つ
、
冷
静
に
分
析
・

判
断
す
る
力
を
育
む
こ
と
が
、
法
学

部
で
の
学
び
の
本
質
と
い
え
ま
す
。

榎
え
の
き 

透
と
お
る

法
学
部
長

法と政治を通じて
� 柔軟に社会を読み解く 【略歴】九州大学法学部卒。同大学

院比較社会文化研究科博士課程単位

取得退学。博士（比較社会文化）。2005

年法学部専任講師、15年同教授。高校

生のときに岩波新書『憲法と天皇制』

を読み、著者の横田耕一氏に師事す

るため九州大へ。趣味はクラシック

音楽鑑賞と読書。「『憲法と天皇制』は

今読んでも名著です。ほかにも日本

の古代史や南北朝に関する本をよく

読みます」。埼玉県出身。53歳。

映
画
と
文
化
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
考
察

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

「
淀
川
長
治
」

新学部長に聞く新学部長に聞く


